
〈
特
集
「
病
と
医
と
癒
し
」
２
〉

中

国

医

学

に
お
け

る
病

と
医

と

癒

し

ー

そ
の
哲
学
的
本
質
、
或
い
は
哲
学
と
医
学
―

一

、

は
じ

め

に

中
国
医
学
の
研
究
は
、
現
在

さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
行
な

わ
れ
、
成
果

を

挙
げ
て

い
る
。
と
は

い
え
、
そ

の
哲
学
的
本
質

に
つ

い
て

は
、
未
だ
十
分

に

解
明
さ
れ
て
い
な
い
よ
う

に
思

わ
れ

る
。
中
国
医
学
の
哲
学
的

背
景

、
す
な

わ
ち
そ
の
所
謂
”
医
学
思
想
”
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
限
り
、
い
か
に
そ
の

古
典
文
献
の
原
初
形
態
が
復
刻

さ
れ
よ

う
と
、
或

い
は
何
ら

か
の
生
薬
か
ら

ア
ル
カ
ロ
イ
ド
が
単
離
・
抽
出
さ
れ
よ
う
と
、
所
詮
は
小
手
先
の
”
知
識
”

に
過
ぎ

ず
、
畢
竟
、
現
在

の
我

々
が
（
健
康
に
）

”生
き

る
”
こ
と
そ

の
も

の
に
何
ら
の
意
味
を
な

さ
な

い
の
で

は
な
い
だ
ろ
う

か
。

そ
こ
で
本
稿

は
、
中
国
医
学

の
本
質

を
い
さ
さ
か
な
り
と
も
明

確
に
せ
ん

と
し
て
、
ま
ず
そ
の
背
景
を

な
す
基
本

的
な
考
え
方
を
老
子

の
哲
学
思

想
に

概
観
し

、
更

に
返
す
刀
で

、
『
呂
氏
春

秋
』
、
「
尽

数
篇
」

に
見
え

る
中
国

古

舘
　
野
　
正
　

美

代
医
学
思

想
の
一
つ
の
典
型
を
ト
レ
ー
ス
し
つ
つ
、
そ
の
背
景

を
な
す
と
こ

ろ

の
哲
学
思
想

の
意
義

を
明
確
に
し
、
以
て
中

国
医

学
と
近
代
西

洋
医
学
、

中
国
の
伝
統
医
学

と
日
本
漢
方
、
延
い
て
は
医

学
思
想
と
哲
学
思

想
の

”比

較
思
想
”

の
基
礎

と
し
て
み

た
い
と
思
う
の
で

あ
る
。

す
な
わ
ち
、
『
呂
氏

春
秋
』
、
「
尽

数
篇
」
に
お

い
て
、

我
々
人
間

は
本
来

的
な
あ

る
べ
き

自
然
な
あ
り
方
を
全
う
す
れ
ば
本
性
的
に
長
寿
を
全
う
で
き

る
と
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
実
際
的
な
方
法

は
呼
吸
法
を
基
本
と
す
る
身
体
的

鍛
錬
を
通
じ
た
、
心
―
身
・
人
―
宇
宙
の
バ
ラ
ン
ス
で
あ
り
、
そ
の
鍛
錬
こ

そ
老
子

の
思
想
に
お
け
る
〈
無
為
〉

の
哲
学
的
実
践
で
あ

っ
た
。
こ
う
し
て

我

々
は
〈
無
為

自
然
〉
に
、
健
康
で
長
寿
を
全
う
で
き
る
と
さ
れ
る
の
で

あ

る
。
そ
れ
は
単
な
る
健
康
法
で

は
な
く
、
人
格
の
、
或
い
は
哲
学
的
意
識
の

深

ま
り
で

も
あ
っ
た
。
か
く
し
て

、
中
国
古
代
に
お
い
て
、
哲
学
は
医

学
的

側
面

を
持

ち
、
医

学
は
哲
学
に
裏
打
ち

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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二

、
老

子

の
哲

学

的
実

践

ま
ず
中
国
古
代
の
哲
学
思
想

の
一
つ

の
典
型
で

あ
る
と
考
え
ら
れ

る
老
子

の
思
想
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
以
下
に
述
べ
る
老
子
の
思
想
が
、
そ
の
本
質

を
成
す
次
元
に
お
い
て
、
中
国
古
代
に
お
け
る
他
の
諸
思
想
―
例
え
ば
、
同

じ
道
家
の
荘
子
は
も
と
よ
り
、
儒
家
の
孔
子
や
孟
子
、
更
に
は
易
哲
学
―
に

も
共
通
す
る
、
一
種
の

。普
遍
的
”
な
身
体

的
鍛
錬

を
伴

な
っ
た
、
謂

わ
ば

”
哲
学
的
実
践
”
を
、
他
に
も
ま
し
て
直
裁
に
説
く
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
ま
ず
。
老
子

の
哲
学
的
思
惟
の
体
系

の
も

っ
と
も
根
幹
を

な
す
世

界
観
は
、
認
識
論
的
な
観
点
か
ら
見
て
、
所
謂

”相
対
観
”
で
あ

っ
た
と
考

え

ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
老
子
み

ず
か
ら
、

天
下

皆
知
美
之
為

美
、
斯
悪

已
、
皆
知
善
之
為
善
、
斯
不
善
已
、
故
有

無
相
生
、
難
易
相
成
、
長
短
相
形
、
高
下
相
傾
、
音
声
相
和
、
前
後
相

随
、
是
以
聖
人

処
無
為
之

事
、
行
不
言
之

教
、
（
天
下

み
な
美

の
美
た

る
を
知
る
。
こ
れ
悪

な
る
の
み
。
み
な
善
の
善
た
る
を
知
る
。
こ
れ
不

善
な
る
の
み

。
故

に
有
無
相
生
じ
、
難
易
相
成
り
、
長
短
相
形
れ
、
高

下

相
傾
き

、
音
声

相
和

し
、
前
後
相
随
う
。
こ
こ
を
以
て

聖
人
は
、
無

為

の
事
に
処
り
て
、
不
言

の
教
え

を
行
な
う
。
『
老
子
』
、
第
二
章
）

と

指
摘
す
る
通

り
、

我
々
人
間

に
と

っ
て

は
、
〈
美
〉

も
〈
悪

〉
も
、

あ
る

い
は
〈
善
〉
も

〈
不
善
〉
も
、

い
ず
れ
も

相
互

に
他
を
俟
っ
て

は
じ

め
て

、

そ
れ
ぞ
れ
〈
美
〉
で
あ
り
、
〈
悪
〉
で

あ
り
、
又
、
〈
善
〉
で
あ
り
、
〈
不
善
〉

で

あ
り

う

る
。

つ
ま

り
、

そ

れ
ら

は
、
あ

く
ま

で
も

相
対

的

に
、
〈
美
〉

〈
悪
〉
・
〈
善
〉
〈
不
善
〉

等
と
認

識
さ
れ
て

い
る
に
す
ぎ
ず
、
決
し
て
絶
対
普

遍
の

〈
美
〉
〈
悪
〉
・
〈
善
〉
〈
不
善
〉
等
が

あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
我

々
人
間

の
認
識
の
い
と
な
み
が
、
常
に
〈
有
無
〉
〈
難
易
〉
〈
長
短
〉

等
の
相
対

の
ワ

ク
の
中
で
為
さ
れ
る
も

の
で
あ
り

、
従

っ
て
、
我
々
人
間

の
〈
知
〉
が
、
決

し
て
、
絶
対
普
遍

の
真

理
を
認
識
で
き
な

い
か
ら
で
あ
る
、
と
言
う

の
で
あ

る
。そ
こ

で
老
子

は
。〈
無
為
〉
を
説
く
。
こ
の
よ
う
な
相
対
観

を
超
克
し
て
、

人
間

の
真
実
を
体
得
す

る
た

め
に

〈
無
為
〉
を
行

な
え
、
と
言
う
の
で
あ
る
。

こ

の
〈
無
為
〉
と

は
。
具
体
的
に
は
、
賢
し
ら
な
る
〈
知
〉
を
は
た
ら
か
せ

な

い
こ
と

（
『
老
子
』、
第
三
章
、
そ
の
他
）、
〈
時
〉

の
宜
し

き

を
得

る
こ

と

（
同
書
、
第
八
章
）
、
ゆ
き
す
ぎ
・
や
り
す
ぎ

を
し
な
い
こ
と
（
同
書
、
第
九
章
、

そ
の
他
）、

目
的
に
固
執

し
な
い
こ
と

（
同
書
、
第
二
十
四
章
、
そ
の
他
）
等
々

と
言
わ
れ

る
が
、
要
す
る

に
、

江
海
所
以
能
為
百
谷
王
者
、
以

其
善
下

之
。
故
能
為
百
谷
王
、
是
以

欲

上
民
、
必
以

言
下
之
、
欲
先
民
、
必
以

身
後
之
、
是
以

聖
人
、
処
上
而

民
不
重
、
処
前
而
民
不

害
、
是
以
天
下

楽
推
而
不
厭
、
以

其
不

争
、
故

天
下
莫
能
与

之
争
、
（
江
海
の
能

く
百

谷
に
王

た
る
所
以

の
者

は
、

そ

の
善
く
之
に
下

る
を
以
て

な
り
。
故

に
能
く
百
谷
に
王

た
る
な
り
。
こ

こ
を
以

て
、
民
に
上

た
ら
ん
と
欲
す
れ
ば
、
必
ず
言
を
以
て
之

に
下

る
。
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民

に

先

ん

ぜ

ん

と

欲

す

れ

ば

。

必

ず

身

を

以

て

之

に

後

る

。

こ

こ

を

以

て

聖

人

は

、

上

に

処

り

て

而

も

民

は

重

し

と

せ

ず

、

前

に

処

り

て

而

も

民

は

害

と

せ

ず

。

こ

こ

を

以

て

天

下

は

推

す

こ

と

を

楽

し

ん

で

、

而

も

厭

わ

ず

。

そ

の

争

わ

ざ

る

を

以

て

の

故

に

、

天

下

に

能

く

之

と

争

う

も

の

な

し

。

『

老

子

』
、

第

六

十

六

章

）

と
言

わ
れ
る
通
り
、
大
い
な
る
天
地
自

然
―

こ
の
場
合
は
、
揚
子
江

や
大

海
―

に
な
っ
て
（
そ
れ
ら

を
模
範
と

し
て

、
た
だ
単
に

マ
ネ
を
す
る
の
で

は
な
い
）
、
〈
言
〉
で
へ
り
下
り
、
〈
身
〉
を
引
い
て
、
か
え
っ
て
、
人
の
上

に
立

ち
、
人
に
先
ん
ず
る
、
と
い
う
大

い
な
る
行
為
で
あ
り
、
そ
の
基
本
は
、

下
記

に
引

く
通
り
、
一
種
の
身

体
的
鍛

錬
を
通
じ
て
お
の
が
意
識
の

レ
ベ
ル

を
下
げ

、
そ
こ
に
自
己

の
真

相
を
体
現

す
る
、
謂
わ
ば
、
哲
学
的
実
践
の
過

程
で

あ

っ
た
。

す

な
わ
ち
、
老
子

は
、
み

ず
か
ら
の
意
識
の
深
層
領
域

に
参
入
し
て
ゆ
く
、

一
種
の
身
体
的
鍛
錬
、
す
な
わ
ち
所
謂

。修
行
”
を
通
じ
て
、
こ
の
日
常
的

相
対

の
世
界
を
超
克
し
、
そ
こ

に
、
真
実
の

〈
道
〉

の
世
界

を
体
現
し
よ
う

と
す
る
。

五
色
令
人
目
盲
、
五
音
令
人
耳
聾

、
五
味

令
人
口

爽
、
馳
騁
田
猟
、
令

人

心
発
狂
、
…
…
是
以

聖
人
為
腹
不

為
目
、
（
五

色
は
人
の
目
を

し
て

盲

な
ら

し
む
。
五

音
は
人

の
耳

を
し
て

聾
な
ら
し
む
。
五

味
は
人
の
口

を
し
て

爽
な
ら

し
む
。
馳
騁

田
猟

は
人

の
心
を

し
て
発

狂
せ
し

む
。

…
…
こ
こ
を
以
て
聖
人
は
、
腹
を
為
し
て
目
を
為
さ
ず
。
『
老
子
』
、
第

十

二
章
）

あ
ざ
や

か
な
色
彩

〈
五
色
〉
や
、
妙

な
る
音
楽

〈
五
音
〉
、
そ
し
て
美
味

な
る
ご
馳
走

〈
五
味
〉
や
、
楽
し
い
遊
行

〈
馳
騁

田
猟
〉

は
、
我
々
人
間

の

目
や
耳
、
延
い
て

は
、
そ
の
心
を
奪
う
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
あ
く
ま
で

も

相
対

的
な
も
の
で
あ

り
、
し
か
も
、
度

を
過

ご
せ
ば
即
、
〈
盲
〉
〈
聾
〉
、
更

に

は
〈
発
狂
〉
等
の
憂
き
目
に
遭
う
。

そ
こ
で

〈
聖
人
〉

は
、

そ
れ
ら

に

〈
目
〉

を
向
け
ず
、
む

し
ろ
、
そ

の

〈
腹

を
な
す
〉
と
言

わ
れ

る
。
こ

の

〈
腹
を
な
す
〉
と

い
う

の
は
、

ま
さ
に

腹
式
呼
吸
を
基
本
と
す
る
”
修
行
”
そ
の
も
の
の
表
現
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

駆
お
よ
そ
、
い
か
な
る
形
式
の
も
の
で
あ
れ
、
”
修
行
”
の
基
本
は
（
腹

式
）
呼
吸
で
あ

る
。
そ
し
て
、
そ
の
呼
吸
法
を
訓
練
し
、
老
子
の
所
謂

〈
専

気
〉
（
『
老
子
』
、
第
十
章
）
の
〈
気
〉
を
、
所
謂
”
臍
下
丹
田
”
を
中
心
に
し

て

練
り
上

げ
る
。

こ
れ

は
、
禅

に
せ
よ

ヨ
ー
ガ
に
せ
よ
、
或
い
は
又
、
あ
ら

ゆ
る
芸
道

・
武
術
等
に
お
け

る
（
瞑

想
的
な
）

”修
行
”
に
共
通
の
、
謂

わ

ば
、
修
行
の
基
本
的
な
方
法

な
の
で
あ

る
。

そ
こ
で
以
下

、
老
子

に
お
け

る
、
こ

の
瞑
想
的
修
行
の
実
際
に
つ
い
て

、

老
子
の
こ
と
ば
を
概
観
し
て
み
た
い
。

塞
其
兌
、
閉
其
門
、
挫
其
鋭
、
解
其
紛
、
和

其
光
、
同
其
塵
、
是

謂
玄

同
、
（
そ

の
兌
を
塞
ぎ
、
そ
の
門

を
閉
ず
。
そ
の
鋭
を
挫
き
、
そ

の
紛



を
解
く
。
そ
の
光
を
鰥
ら
げ
、
そ
の
塵

に
同
じ
く
す
。
こ
れ

を
玄
同
と

謂
う
。
『
老
子
』
、
第
五
十
六
章
）

〈
無
為
〉
の
修
行
と

は
、
意
識
の
次
元
に
つ

い
て
言
え
ば
、
意
識

の
深
層
領

域
―

あ
る
い
は
、
所
謂

”無
意
識
”
の
領
域
―

に
、
意
識
的

に
退
行
し

て
ゆ
く
過
程
で
あ
る
。
従

っ
て
、
そ

の
初
期
の
段
階

に
お

い
て

は
、
一
時
的

に
感
覚
器
官
を
閉
ざ
し
て
、
雑
多
な

る
現
象
の
多
様

に
惑

わ
さ
れ

る
こ
と

な

く
、
所
謂
〈
和
光
同
塵
〉
―
そ
の
光
を
和
ら
げ
、
そ
の
塵
に
同
じ
く
す

―

の
、

一
種

の

〈
渾

沌
〉（
『
荘
子
』
、「
鵬
形
対
敵
」）
の
如

き

〈
道
〉

の
世

界
を
体
現
す

る
の
で
あ
る
。

と
は
い
え

、
老
子

に
お
い
て
、
そ
れ
ら
は
決
し
て
、
こ
の
日
常
的

な
経
験

世
界

の
否

定
を
契
機
と
す
る
も
の
で
は
な
か

っ
た
。
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
、

道
之
為

物
、
惟
恍
惟
愡
。
惚
兮
恍
兮
、
其
中
有
象
、
恍
兮
惚
兮

、
其
中

有
物
、
窈
兮
冥

兮
、
其
中
有
精
、
其
精
甚
真
、
其
中
有
信
、
自

古
及
今

、

其
名
不
去
、
以

閲
衆
甫

、
吾

何
以
知
衆

甫
之
然
哉
、
以

此
、
（
道
の
物

た
る
、
こ
れ
恍
こ
れ
惚
た
り
。
惚
た
り
恍
た
り
、
そ
の
中

に
象

あ
り
。

恍
た
り

愡
た
り
、
そ
の
中
に
物
あ
り
。
窈
た
り
冥
た
り
、
そ

の
中

に
精

あ
り
。
そ
の
精

は
な

は
だ
真
な
り
。
そ
の
中

に
信
あ

り
。

古

よ
り
今

に
及
ぶ

ま
で

、
そ
の
名
は
去
ら
ず
。
以

て
衆
甫
を
閲
る
。
吾

な
に
を
以

て
衆
甫

の
然
る
を
知
る
や
。
此
れ
を
以

て
な
り
。
『
老
子
』
、
第
二
十
一

章
）

と
言

っ
て
、

日
常
的
な
経
験
世
界
に
お
け
る
〈
物
〉

と
し
て
の
〈
道
〉
に
つ

い
て
、
そ
れ
は
〈
恍
惚
〉
〈
窈
冥
〉
と
し
て
見
定
め
難
い
も
の
で

は
あ
る
が
、

確
か
に
〈
象
〉
〈
物
〉
を
持
ち
、
〈
精
〉
が
あ
り
、
し
か
も
そ
の
〈
精
〉
が
純

真
で
、

そ
れ
故

に
〈
信
〉

な
る
存
在
↓

な
わ
ち
、
そ
の
〈
道
〉
を
体
現

し
て
、
い
ま
・
こ
こ
に
実
在
す
る
〈
道
〉
自
身
―
で
あ
る
、
と
記
述
す
る
。

言

い
換
え

れ
ば
、
老
子

に
お

い
て
、
そ
の
所

謂
〈
道
〉

と
は
、
理
性
的
思

惟
の
次
元
で

〈
知
〉

的
に
捉
え
る
べ
き
も
の
で
は
な
く

、
寧
ろ
、
我

々
人
間

み
ず

か
ら
が

、
そ
れ
ぞ
れ
、
み
ず
か
ら
の
深
層

を
開
拓
す

る
修
行

を
積
ん
で
、

実
践
的

に
、

そ
の
〈
道
〉
を
体
現
す
る
、
つ
ま
り

、
そ

の
〈
道
〉

に
な

っ
て
、

は
じ

め
て
的
確

に
理
解
し
う
る
も
の
な
の
で

あ
っ
た
。
そ

の
点
で
、
我
々
は
、

そ
れ
ぞ
れ
〈
道
〉
と
し
て
、
真
実
に
生
き
る
こ
と
を
得
る
の
で
あ
っ
た
。

か
く
し
て

、
老
子

は
我

々
人
間
の
思
索
の
限
界

と
い
う
哲
学
的

な
問
題
を
、

実
践
的

な
〈
無
為
〉

の
修
行

に
よ

っ
て
克
服

し
、
そ
こ
に
人
間

の
真
実
た
る

〈
道
〉
―
す
な
わ
ち
、
真
の
”
わ
た
し
”
―
を
体
現
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ

っ
た
。
以
上

の
ご
と
く
、
老
子

（
に
、
そ
の
一
典
型

を
看
取

さ
れ
る
と
こ
ろ
の
、

中
国
）

の
哲
学
思

想
の
、
正

に
基
盤
を
な
す
一
面

に
お
い
て
、
〈
気
〉

す
な

わ
ち
呼
吸
法

の
鍛
錬

を
通
じ
た
身
―
心
の
修
行

が
あ
り

、
そ
の
点
で
、
中
国

の
哲
学
思
想

は
身
体

的
・
医
学
的
側
面

を
持
つ
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ

っ
た
。

そ
し
て
同
時

に
重
要

な
こ
と
は
、
こ
の
修
行

の
実

践
こ

そ
、
以
下

に
述
べ
る

中
国
医
学
の
哲

学
的
背
景
で
も
あ
っ
た
の
で
あ

る
。
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三

、
『
呂

氏

春

秋

』
、
「
尽

数
篇

」

に

見

る

中

国

医

学

思

想

の
典

型

的

形

態

ま
ず
冒
頭
の
一
文

。
中
国
古
代

に
お
け
る
医
学
思
想
の
根
幹

を
な
す

、
最

も
本
質
的
な
考
え
方
が
、
き
わ

め
て
典
型
的

に
記
述
さ
れ
て

い
る
と
思

わ
れ

る
。
次
の
通
り
で
あ
る
。

天
生
陰
陽
寒
暑
燥
湿
、
四
時
之
化

、
万
物
之
変
、
莫
不
為
利
、

莫
不
為

害
、
聖
人
察
陰
陽
之
宜
、
弁
万
物
之
利
、
以
便
生
、
故
精
神
安
乎
形

、

而
年
寿
得
長
焉

、
（
天

は
陰
陽
寒
暑
燥

湿

、
四

時
の
化
、
万
物

の
変
を

生
じ
、
利
を
為
さ
ざ
る
な
く
、
害

を
為

さ
ざ

る
な
し
。
聖
人

は
、
陰
陽

の
宜
し
き
を
察
し
、
万
物

の
利

を
弁
じ
、
以
て
生

に
便

に
す
。
故

に
精

神

は
形

（
＝
身
体
）

に
安
ん
じ
て
、

年
寿
も
長
き

を
得
る
な

り
。
『
呂

氏
春
秋
』
、
「
尽
数
篇
」
）

〈
聖
人
〉

は
、
〈
天
〉
が

〈
生
〉

じ
た
〈
陰
陽
寒
暑
〉
〈
四

時
の
化
〉
等
の
、

所

謂

”自
然

の
運
行

”
に
従

っ
て
、
〈
精
神
〉
と

〈
形
〉

の

バ
ラ

ン
ス
を
取

っ
て

長
寿
を
成
し
遂

げ
る
、
と
言
う
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
ま
ず
、
生
理
学

的
次
元

に
お
け

る
人
間
存
在

が
、
〈
天

生
〉
の
ま
ま

の
自
然
な
ー

バ
ラ

ン

ス
の
と
れ
た
卜

本
来
的
な
あ
り
方

に
お
い
て
、
本
性
的
に
〈

寿

〉
き
存

在
で
あ
る
、
と
い
う
、
き
わ
め
て
重
大
な

。認
識
”
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
、
『
呂

氏
春
秋
』
、
「
尽

数
篇
」
の
本
文
に
は
、
続
い
て
、

長
也
者
、
非

短
而

続
之
也
、
畢
其
数
也
、
畢
数
之

務
、
在
乎

去
害
、
何

謂
去
害
、
大
甘
大

酸
大
苦
大
辛
大
鹹
五
者
充
形

則
生
害
矣

、
大
喜
大
怒

大
憂
大
恐

大
哀
五

者
接
神
則
生
害
矣
、
大
寒
大
熱
大
燥

大
湿

大
風
大
寒

大
霧
七
者
動

精
、
則
生
害
矣
、
故
凡
養
生
、
莫
若
知
本
、
知
本
則

疾
無

由
至
矣
、
（
長
し

と
は
、
短
く
し
て
之

を
続
ぐ

に
非
ざ
る

な
り
。
そ

の

数

を
畢
す

な
り
。
数
を
畢
す
の
務

は
、
害
を
去
る
に
在
り
。
何
を
か
害

を
去
る
と
謂
う
。
大
甘
・
大
酸
・
大
苦
・
大
辛
・
大
鹹
の
五

つ
の
者
の

形

に
充
つ
れ
ば
、
則
ち
害
を
生
ず
。
大
喜
・
大
怒
・
大
憂

・
大
恐

・
大

哀

の
五

つ
の
者
の
神
に
接
す
れ
ば
、
則
ち
害
を
生
ず
。
大
寒
・
大
熱
・

大
燥
・
大

湿

・
大
風
・
大
寒
・
大
霧

の
七
つ
の
者
の
精
を
動

か
せ
ば
、

則

ち
害

を
生
ず
。
故
に
凡

そ
生
を
養
う
は
、
本
を
知
る
に
若
く
は
な
し
。

本
を

知

れ
ば

則

ち
疾

の
由

り
て

至

る
な
し
。
『
呂

氏

春
秋
』
、
「
尽

数

篇
」
）

と
あ
る
。
こ
れ
は
、
先

に
い
さ
さ
か
指
摘
し
た
、

か
の
基
本
的
な

。認
識
”

に
基
づ
い
て
、
更
に
具
体
的
な

〈
養
生
〉
の
方

途
を
説
く
記
述
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
本
質
的

に
〈

寿

〉
き
存
在
で

あ
る
人
間
が
、
そ

の
、
所
謂

。天
寿
”
を

全
う
ー

〈
そ
の
数
を
畢
〉
ー

し
て
、
長
生
を
遂

げ
る
た

め

に
は
、
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一
、
食
事
に
お
い
て
、
〈
大
甘
〉
〈
大

酸
〉
〈
大
苦
〉
等
の
、
所
謂

”過
食
”

あ

る
い
は

”偏
食
”
を
避
け
、
ひ

か
え

め
な
食

生
活

を
送
る
こ
と
。

二
、
日
常
生
活

に
お
い
て
、
〈
大
喜
〉
〈
大
怒
〉
〈
大
憂
〉
等

の
精
神
的
動

揺
も
、
過
度
を
謹
み
、
平
静
に
生
活
す

る
こ
と
。

三
、
自
然
環
境
と
し
て
の
〈
寒
〉
〈
熱
〉
〈
燥
〉
等
も
、
人
間

の
身
体

に
大

い
に
影
響
を
与
え
る
。
十
分
に
注
意
し
て
、
そ
れ
ら

に
順
応
し
て
ゆ
く

こ
と
。

と
い
う
三
点
に
、
よ
く
よ
く
気
を
配

っ
て
生
活
す
る
こ
と
だ
、
と
い
う
の
で

あ
る
。
い
さ
さ
か
形
而

上
学
的
な
脈
絡
に
お
い
て
、
本
来
〈

寿

〉
き
人
間

存
在
の
〈
畢

数
〉

と
い
う
目
標

を
遂
行

す
る
た
め
の
〈
養
生
〉
法
を
―

具

体
的
に
は
、
所

謂

”節

制
”
の
方

途
を
卜

生
理
学
的
・
病
理
学
的
な
語
彙

に
よ
っ
て

、
病
因

論
な
語

り
口
で

記
述
す
る
一
文
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

本
来
〈
寿
〉
き
存
在
で
は
あ
っ
て
も
、
種
々
の
”
過
多
”
が
、
そ
れ
を

〈
害
〉

う
、
と
さ
れ
て

い
る
の
で

あ
る
。

こ
こ
で
、
一
、
の
、
謂
わ
ば
”
食
養
生
”
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
が
〈
形
〉

の
た
め
で

あ
る
と

さ
れ

、
ま

た
、

二
、
の
主
張
は
、
む
し
ろ
精
神
的
な
位
相

で
説

か
れ

、
更

に
、
三
、

の
〈
精
〉
―

「
尽

数
篇
」

の
後
文

に
も
あ
る
通

り
、
身
―
心
相
関
的
な
意
味
で
、
こ
れ
ら
両
者

を
網
羅

す
る
概
念

と
し
て

の

〈
精
気
〉

―

が
、
環
境
的
変
動

の
影
響

を
受
け
て

〈
害
〉
―

病
変

―

を
生
ず
る
、
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ま
ず
第
一

に
、
日
常

生
活
全

般
に
わ
た

る
、
過
不
足
な
き

バ
ラ
ン
ス
を
要

訣
と
す

る
節
制

―

所
謂

〈
適
欲
〉
―

を
主
張
す
る
も
の
で

あ
り
、
こ
こ

に
、
中
国
古
代
医
学
思

想
の
一
特
質
が
、

き

わ
め
て

明
確
に
看
取

さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
後
代
の
、
所
謂

”
内
経
医
学
”
の
内
・
外
両
因
は
も
と
よ
り
、
南
宋
陳
言
の
、
所
謂
〈
外
所

因
〉
〈
内
所
因
〉
〈
不
内
外
因
〉
と

い
っ
た
病
理
学
説
の
原
初
形
態
が
、
こ
こ

に
出
揃
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ

こ

に
お

い
て

注
目

す

べ
き

は
、

病
理

学

的
な
脈

絡
で
、

具

体
的

な

〈
害
〉

―

〈

寿

〉

き
本

性

を
害

な
う

身
心

の
病

変
―

を
も

た
ら

す

”病
因

”
が
、
は
か
ら
ず
も
、
身
・

心
・
身
―
心
と

い
う
、
人
間
存
在

の
全

体
像
の
中
で
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
で

あ
る
。
こ
れ
こ
そ
、
中
国

古
代
医
学
思
想
の
、
お
そ
ら
く
最

大
の
特
質

の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
思

わ
れ

る
。

こ
の
こ
と

は
、
本
文
に
続
い
て

、
次
の
よ

う
に
説
明
さ
れ
る
。

精
気
之
集
也
、
必
有
入
也
、
集
於
羽

鳥
、
与
為
飛
揚
、
集
於
走
獣
、
与

為
流
行
、
集
於
珠
玉

、
与
為

精
朗
、
集
於
樹
木
、
与
為
茂
長
、
集
於
聖

人
、
与
為

食
明
、
（
精

気
の
集

る
や
、

必
ず
入
る
こ
と
あ
る

な
り
。
羽

鳥
に
集
れ
ば
、
と
も
に
飛
揚

を
為
し

、
走
獣

に
集
れ
ば
、
と
も

に
流
行

を
為
し
、
珠
玉

に
集
れ
ば
、
と

も
に
精
朗
を
為
し
、
樹
木

に
集
れ
ば
、

と
も

に
茂

長
を
為

し
、
聖
人

に
集

れ
ば
、
と
も
に
豊
明
を
為
す
。
『
呂

氏
春
秋
』
、
「
尽

数
篇
」
）

こ
こ
で

〈
精
気
〉

と
は
、
存
在
論
的
次
元
で
、
森
羅
万
象
の
生
成
消
滅
の

可

能
性
の
本
質

的
な
契
機
と
な
り
つ
つ
、
具
体
的
に
実
在
す
る
、
精
緻
な
あ
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る
も

の

の
謂

い
で
あ
ろ

う
。
そ
の
思
想
史
的

な
詮
索

―

た
と
え
ば

、
『
易

経
』
、
「
繋
辞
上
伝
」
や

『
呂
氏
春
秋
』
、
「
円
道
篇
」
等

に
も
見
え

る
こ

の
語

彙
と
の
関
係
―
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
他
稿
に
委
ね
、
こ
こ
で
特
に
注
視

す

べ
き
は
、
こ
の
〈
精
気
〉
が
、
人
間
は
も
と
よ
り
、
〈
羽
鳥
〉
や
〈
走
獣
〉

と
い

っ
た
動
物
も
、
そ
し
て
植
物

た
る

〈
樹
木
〉
も
、
更

に
は
〈
珠
玉
〉

と

い
う
無
生
物
ま
で

を
も
構
成
し
て

い
る
と

い
う
こ

と
で

あ
る
が
、
そ
の
上
さ

ら
に
特
筆
す

べ
き

は
、

そ
の
人
間
も
、
既

に
触

れ
た
通
り
、
そ
の
〈
精
神
〉

と
〈
形
〉
の
い
ず
れ
も
が
、
こ
の
〈
精
気
〉
の
構
成
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と

さ
れ
て

い
る
と

い
う
こ

と
で
あ

る
。
要
す

る
に
、
こ
の
日
常
的
生
活
の
次
元

で
の
。
世
界
”
の
中
の
、
存
在
論
的
な
意
味
で
の
森
羅
万
象
―
従
っ
て
、

所
謂
”
心
″
や
”
精
神
”
と
い
っ
た
も
の
ま
で
含
め
た
す
べ
て
の
存
在
―

は
、
ひ
と
り
、

こ
の
〈
精
気
〉

―

あ

る
い
は
、
単
に
〈
気
〉
―

と
し
て

存
在
し
て

い
る
、
と
言
う
の
で

あ
る
。

こ

の
よ
う
な
世
界
観
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
人
間
を

〈
精
神
〉
と

〈
形
〉
の
統

合
体
と
し
て
把
握
し
、
更

に
は
、
環
境
世
界
と
し
て
の
自
然
の
運
行
と
、
統

合
体
と
し
て
の
人
間
の
相
即
が
、
具
体
的
な
事
実
と
し
て
説

か
れ

う
る
の
で

あ
る
と

考
え
ら

れ
る
。
つ
ま
り
、
こ

の
〈
精
気
〉
―

延
い
て

は
、
〈
気
〉

一
般

―

こ

そ
、
身

―
心
・
人

―
宇
宙
と

い
う

相
関

に
お
け

る
、
認
識

論

的
・
存
在

論
的
、
両
次
元

に
亘

る
媒
介
な

の
で
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
世
界

観
を
基
底

に
持

つ
医

学
思

想
は
、

決
し
て
、
ひ
と

り
中

国
古
代

に
お
い
て

専

有
さ
れ

た
も
の
で

は
な
く
、
既

に
触
れ

た
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
や
ア

―
ユ
ル
ヴ
ェ

―
ダ

に
お
い
て

も
、
ほ
ぼ
一
様
に
看
取

さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
人
間

機
械

論
的
換
元

主
義
を
哲
学

的
背
景

に
持
つ
現
代
医
学
に
捨
て

去
ら
れ
た
、

古
き

良
き

、
古
代

の
医
学
思

想
の
一
大
特
質
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ

る
。
と
は
い
え
、
こ
の
よ
う
な
世
界
観
は
、
決
し
て
”
世
界
”
の
論
理
的
把

握
の
な
せ
る
も
の
で

は
な
い
。
そ
の
基
底

に
〈
無
為
〉
の
修
行
に
よ

っ
て
も

た
ら
せ
る
と
こ
ろ
の
、
身
―
心
・
人
―
宇
宙
と
い
う
実
践
的
な
一
体
観
が
あ

っ
て

初
め
て
可
能
な
も
の
で
あ
る
こ

と
に
注
意
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
以
下

、
更
に
本
文
の
内

容
を
分

析
し
て

ゆ
き
た
い
。

流
水
不
腐
、
戸
枢
不

螻
、
動

也
、
形
気

亦
然

、
形
不
動
、
則
精
不

流
、

精
不
流
、
則
気
鬱
、
鬱
処
頭
則
為
腫
為
風
、
処
耳
則
為
■
為
聾
、
処
目

則
為
蔑
為
盲
、
処
鼻
則
為
■
為
窒
、
処
腹
則
為
張
為
府
、
処
足
則
為
痿

為
蹶
、
（
流

水
は
腐
ら
ず
、
戸
枢

の
螻

せ
ざ
る

は
、
動
け

ば
な
り
。
形

気
も
ま
た
然
り
。
形
動
か
ざ
れ
ば
、
則
ち
精
流
れ
ず
。
精
流
れ
ざ
れ
ば
、

則
ち
気
鬱
す
。
鬱
の
頭

に
処
れ
ば
、
則
ち
腫
を
為
し
風

を
為
す
。
耳
に

処
れ
ば

、
則

ち
掲
を
為
し
聾
を
為
す
。
目
に
処
れ
ば
、
則
ち
蔑
を
為
し

盲

を
為

す
。

鼻
に
処

れ
ば
、
則
ち
敝
を
為
し
窒
を
為
す
。
腹

に
処
れ
ば
、

則
ち
張
を
為

し
府
を
為

す
。
足

に
処
れ
ば
、
則
ち
痿
を
為
し
蹶

を
為
す
。

『
呂

氏
春
秋
』
、
「
尽

数
篇
」
）

こ
の
一
節
は
、
前
述
の
、
謂
わ
ば
”
気
の
液
体
病
理
学
説
”
の
、
一
種
の

臨
床
的
応
用
を
展
開
す
る
記
述
で

あ
る
と
思

わ
れ

る
。
す
な
わ
ち
、〈
流
水
〉

が
〈
腐
〉
ら
な
い
よ
う
に
、〈
形

気
〉
―

か
ら

だ
を
構
成
す

る
気
―

も
、
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よ
く
流
動
さ
せ
て
。
新
陳
代
謝

を
活
発

に
し
て
、
全
体

の

バ
ラ
ン
ス
を
保
て

ぱ
よ
い
の
だ
が
、
そ
れ
が
鬱
滞
す

る
と
、
人
間

は
病
気

に
な

る
。
そ

の

バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
て
、
身
心

の
は
た
ら
き
が

鈍
る
か
ら
で
あ

る
。
そ
も
そ
も

、
身

―
心
相
即
体
と
し
て
の

”
か
ら

だ
”
全
体
―

延
い
て

は
、
そ

の
か
ら

だ
と

宇
宙
全
体
と
―

の

〈
気
〉

の
流
通
こ

そ
が
、
生
命
活
動
の
根
源
で

あ
る
と

考
え

ら
れ
て

い
る
か
ら
で
あ

る
。

以
上
、
中

国
古
代

の
医

学
思
想

を
概
観
し
て
み

た
。
こ

こ
で
、
〈
気
〉

の

流
通
と
言
い
、
或
い
は
身
―
心

の
相
関
と
言

い
、
い

か
に
も
中
国
医
学

に
典

型
的
な
考
え

方
で
あ
る
こ
と

は
言
を
俟
つ
ま
で
も
な
く
、
寧
ろ
更

に
き

わ
め

て
重
要

な
こ

と
は
、
そ
れ
ら
が
た
だ
単

に
理
窟
の
上
で
、
こ
と
ば
だ
け
で
展

開
さ
れ
た
絵

空
事
で

は
な
く
ー

そ
も
そ
も
、
そ
れ
を
こ
と
ば
だ
け
の
理
窟
で

展
開

し
よ
う
と
し
て

も
、
全
く

か
な
わ

ぬ
こ
と
で
あ
る
―
そ
う
で

は
な
く
、

先
に
触
れ
た
ご
と
き
、
み
ず
か
ら
〈
気
〉
―
す
な
わ
ち
”
呼
吸
法
”
―
の
鍛

錬
、
す
な
わ
ち
、
哲
学
的
実
践
を
通
じ
て
、
実
際
に
身
心
一
如

を
体
現

し
て
、

そ
の
上
で

、
こ
れ
を
医

学
的
脈
絡
に
お

い
て
敷
衍
し
て

い
る
。
と

い
う
こ
と

で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
哲
学
的
実
践
あ
れ
ば
こ
そ
の

〈
気
〉
の
医
学
で

あ
り
、

身
心
相
関
医

学
で

あ
り
え
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
正

に
そ
れ
故

に
こ
そ
、

か
か
る
哲
学

的
背
景

を
無
視
し
て
、
中
国
医

学
の
理
解
は
全
く
不
可
能
で
あ

っ
た
、
と
言
え

る
と
思

う
の
で
あ
る
。

四

、

む

す

び

に

代

え

て

―
さ
ま
ざ
ま
な
”
比
較
思
想
”
の
可
能
性

上

述

の

ご

と

き

身

心
観

に

基

づ

い
て

、

中

国

医

学

に

お

い
て

は

、

所

謂

〈
未

病

を

治

す

〉
（
『
黄
帝

内

経

霊

柩

』
「
逆

順

篇

」
）

と

い
う

考

え

方

が

提

唱

さ
れ
る
。
こ
の
考
え
方
は
、
所
謂
”
予
防
医
学
”
で
あ
り
、
ま
た
『
神
農
本

草

経

』

に

お
け

る

所
謂

「
三

品

分

類

」

の

薬

剤

観

に

お

い

て
も

看
取

し

う

る
。

つ

ま
り

、

そ
こ

で

は
強

い

副
作

用

を

持

つ

薬
剤

は

〈
下

品

〉

に

分

類
さ

れ

、

（
そ

も

そ

も

病

気

に

な
ら

な

い

よ
う

に

〈
上
品

〉

或

い

は

〈
中
品

〉

の
薬

剤

、

或

い

は
、

所

謂

”
薬

膳

”

に
よ

っ
て

、

日

頃

か
ら

健

康

を
保

つ
こ

と

が

第

一

の

要

訣

で

あ

る

が

）

病

気

に

な

っ

て

し

ま

っ

た

ら

仕

方

な

く

そ

れ

ら

〈
下

品
〉
の
薬
剤
（
所
謂
”
毒
薬
”
で
あ
る
）
を
用
い
て
治
療
に
当
た
る
、
と
考

え

ら

れ

て

い

る

の

で
あ

る
。

と

こ

ろ

が

、

我

が
国

江

戸

時

代

の

吉

益

東
洞

は

、

そ

れ

を
更

に

〈
薬

は

毒

な
り

〉
（
『
薬

徴

』
。

自

序
）

と

言
い

、
〈
毒

を
以

て

毒

を

攻

む
〉
（
『
古
書
医

言
』
、

巻
三
）
と

、

現

代

の

我

々
が

考
え

る

「
薬

」

の
用

い

方

を

提

唱

し

た
。

こ

こ

に

所
謂

「
日

本

漢

方

」
、

延

い
て

は

、

我

々

日

本

人

的

医

療

観

の

一

つ

の

特

徴

が

あ

る
も

の
と

考
え

ら

れ

る
の

で

あ

る

。
単

な

る
中

国

医

学

の
受

け

売

り

で

な

く

、

き

わ

め

て
単

刀

直

入

な

医

療

観

・
医

学

思

想

こ

そ
、

吉

益

東

洞

、

そ

し

て

日
本

漢

方

の

一

つ
の

特

質

で

あ

っ
た
。

と

は

い

え

、

更

に
重

要

な

こ

と

は

、

東
洞

の

こ

の
よ

う

な

考

え

方

の

根

底

に
は
、
先
に
指
摘
し
た
よ
う
な
医
学
思
想
が
あ
り
、
彼
自
身
も
意
識
し
な
い
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ま
ま

そ
れ
を
実

践
し
て

い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
彼
も
や

は
り
古
き
良
き

医
学
哲

学
の
体
現
家

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

と

こ
ろ
が
、
現
在
で

は
、
そ
れ
ら
古
き
良
き
伝
統

は
忘
れ
去
ら
れ
、
或

い

は
一

時
的
な
健
康
法

に
成
り
下

が
り
、
そ
の
影
す
ら
も
見
当
た
ら
な

い
。
逆

に
近
代

医
学
は
と
い
え

ば
、
た
だ
ひ
た
す
ら
小
手
先
だ
け
の
医
療
技
術

に
走

る
の
み
で
あ
る
。

こ
こ
に
こ
そ
、
広
い
意
味
で
の
比
較
思
想
研
究
の
意
義
が
あ
る
と
思

わ
れ

る
。
古
代
の
医

学
と
近
代
の
そ
れ
、
ま
た
中
国
の
伝
統
医
学
と
日
本
漢
方
、

そ
し
て

医
学
思
想
と
哲
学
思
想
等

々
…
…
。
小
論

は
、
そ
の
小
さ
な
端
緒

た

る
を
目
指
し
て

い
る
。
医
学
な
き
口
先
だ
け

の
哲
学

は
無
力
で
は
あ

る
が
、

哲
学
な
き
小

手
先
だ
け

の
医

学
は
、
そ
の
存
在
自
体
が
無
意
味
だ

か
ら
で
あ

る
。

（
１

）
　

以

下

、

老

子

の

思

想

に

つ

い
て

、

詳

し

く

は

拙

稿

「
老

子

・
〈

道

〉
・
市

中

の

隠

者
ｌ

道

家

思

想

の

身

心

論

的

コ

ン

テ

キ

ス

ト

―

」
（
『
思

想

』
、

八

六

四

号

、

一

九

九

六

年

、

岩

波

書

店

）
、

或

い

は

、

拙

著

『
老

荘

の
思

想

を

読

む

』

（
二
〇

〇

七

年

、

大

修

館

）

等

を

参

看

。

（
２
）
　
そ
こ
で
、
な
ぜ
”
呼
吸
”
な
の
か
、
と
い
え
ば
、
こ
れ
に
は
ま
だ
多
く
の
問

題

点

も

あ

ろ

う

が

、

要

す

る

に
、

こ

の
呼

吸

運

動

が
、

い
わ

ゆ

る
呼

吸

中

枢

の

自

律

的

運

動

と

体

制

神

経

の
随

意

筋

と

を

つ

な
ぐ

、

謂

わ

ば

、

ミ

ッ

シ

ン

グ

＝

リ

ン

ク
で

あ

る
と

考
え

ら

れ

る

か

ら
な

の
で

あ

る

。
つ

ま

り

、

こ

の
呼

吸

こ

そ

、

身
－

心

を

つ

な

ぐ

架

け

橋

で

あ

り

、

こ
れ

を
完

璧

に

コ

ン

ト

ロ

―

ル
で

き

た

な

ら

ば

真

の

”
身

心

一
如

”

も

実

現

で
き

る
、

と

い

う

の
で

あ

る
。

そ

こ

で

、

一

種

の
固

有

感

覚

（
ｐ
ｒ
ｏ
ｐ
ｒ
ｉｏ
ｃ
ｅ
ｐ
ｔ
ｉｏ
ｎ
）

の

ご

と

き

内

部

知

覚

が

発

現

す

る

。

そ

し
て
、
中
国
古
代

の
修
行
者

た
ち

は
こ
れ
を
〈
気
〉

と
い
う
こ
と
ば
で
表
象
し

敷
衍
し

た
の
で
あ

る
と
考
え
ら
れ

る
が
、
こ
の
〈
気
〉

こ
そ
が
、
以
下

に
述
べ

る
中
国
医
学

の
基
本

概
念
で
も
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
身
体
的
鍛
錬
―
す
な
わ
ち
”
修
行
”
あ
る
い
は
”
行
”
―

を
背
景
と
す

る
哲
学

的
実
践
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
、
と
り
も
直

さ
ず

。
行
”
と

い
う
身
体

の
鍛
錬

を
通
じ
て

お
の
が
意
識
の
次
元
を
深

め
心
の
深

層
領

域
に
分

け
入
り
、
そ
こ
に
真
の
”
わ
た
し
”
を
体
現
し
、
み
ず
か
ら
の
運
命
を
開
拓
す

る
、
と

い
う
点

に
集
約
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
人

は

身
体
的
な
鍛
錬
―
坐
禅
・
ヨ
ー
ガ
、
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
な
芸
道
や
武
道
な
ど
、

広
い
意
味
で
の
”
修
行
”
―
を
通
じ
て
、
み
ず
か
ら
の
心
を
深
く
掘
り
下
げ

て
真

の
自
己
を
追
究

し
て
こ
そ
、
真

の
意
味
で
の
存
在
の
深
み

に
到
達
し

、
真

の
”
生
”
を
実
現
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
こ
そ
が
、
こ
の
老
子
の
、
謂
わ
ば

”
実
践
哲
学
”
の
持
つ
本
質
的
な
要
訣
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
身
↑
心
と
い
う
深
ま
り
が
、
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
我
々
人
間
に

と

っ
て
の
存
在
世
界

の
深

ま
り
で
も
あ
る
と
捉
え
ら
れ
て

い
る
の
で
あ

る
。

こ

の
こ
と
は
、
時

に
東
洋
哲
学

に
特
徴
的
な
も
の
で

あ
る
か
の
如
く

に
語
ら

れ

る
こ
と
も
あ
ろ
う

が
、
筆
者

の
管
見
す
る
限
り
、
洋
の
東
西

・
時
代

を
越
え

て
、
多
く

の
先
哲

が
多
種
多
様
な
形
態
に
お
い
て
こ
の
哲
学
的
実
践

を
踏
み
行

い
。
そ
れ
を
さ

ま
ざ

ま
な
形

式
に
よ

っ
て
表
現
し
て
い
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。

た
と
え
ば
ヘ
ラ
ク
レ
イ
ト
ス
の
”
ε
δ
ι
ζ
η
σ
α
μ
η
ν
 
ε
μ
ε
ω
υ
τ
ο
ν
”
（
私
は
私
自
身

を
探
究
し

た
）
と

い
う
こ
と
ば
に
集
約
さ
れ
る
哲
学
的
な
深
ま
り

は
、
そ
の
典

型
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
詳
し
く
は
、
拙
稿
「
”
謎
の
人
”
攷
―
ヘ
ラ
ク
レ

イ
ト
ス
の
”
λ
ο
γ
ο
σ
”
の
世
界
」
（
『
ア
カ
デ
メ
イ
ア
』
、
第
三
号
、
一
九
七
八

年
）

を
参
看
。

（
３
）
　
以
下

、
『
呂
氏
春

秋
』
、
「
尽
数
篇
」
に
お
け

る
中
国
医

学
思
想
に

つ
い
て
、

詳
し

く
は
拙
稿

「
『
呂
氏
春

秋
』
、
「
尽
数
篇
」
に
み

る
中
国
古
代
医
学
思

想
の

原

初
形
態

Ⅱ
―

中
国

古
代

に
お
け

る
医

学
思
想

の
哲
学

的
研
究

・
序
説
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－

」
（
『
漢
学
研
究
』
、
第
二
九
号

、
一
九
九
一

年
）
・
「
由
｛

呂
氏

春
秋

｝
看

中
圃
古
代

身
心
相
関
思
想
」
（
楊
儒
賓
編
、
『
中
国
古
代
思
想
中
的
気
論
及
身
体

観
』
、
一
九
九
三
年
。
台
湾
巨
洸
圖
書
公
司
）
等

々
を
参
看
。

（
４
）
　
南
宋
諫
言
の

『
三
因

極
一

病
源

論
』
を
参
看
。

（
た
て
の
・
ま
さ
み
、
中
国
哲
学
／
医
学
、
日
本
大
学
教
授
）
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